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衆
議
院
議
員
髙
木
錬
太
郎
君
提
出
医
療
通
訳
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

 

 

 
 
 

衆
議
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議
員
髙
木
錬
太
郎
君
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出
医
療
通
訳
に
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す
る
質
問
に
対
す
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弁
書 

一
及
び
二
に
つ
い
て 

 
 

厚
生
労
働
省
に
お
い
て
は
、
現
在
、
医
療
機
関
に
お
け
る
御
指
摘
の
「
国
連
公
用
語
」
以
外
の
言
語
を
含
む
外
国
語
の
通

訳
の
需
要
や
、
国
内
で
利
用
可
能
な
通
訳
事
業
者
の
電
話
通
訳
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
状
況
等
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
、
当
該
調
査
の
結
果
等
を
踏
ま
え
、
医
療
機
関
に
お
け
る
電
話
通
訳
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
省
に
お
い
て
は
、
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
六
条
の
三
の
規
定
に
基
づ

き
、
医
療
を
受
け
る
者
が
病
院
、
診
療
所
又
は
助
産
所
（
以
下
「
病
院
等
」
と
い
う
。
）
の
選
択
を
適
切
に
行
う
た
め
に
必

要
な
情
報
と
し
て
病
院
等
の
管
理
者
が
報
告
し
た
情
報
を
都
道
府
県
が
集
約
し
公
表
す
る
制
度
に
お
い
て
、
令
和
元
年
十
二

月
現
在
で
、
全
て
の
都
道
府
県
が
病
院
等
に
お
い
て
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
外
国
語
に
係
る
情
報
を
公
表
し
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
て
い
る
。 

 
 

お
尋
ね
の
「
そ
れ
以
降
の
今
後
の
施
策
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
前
述
の
よ
う
な
取
組

を
通
じ
て
、
引
き
続
き
、
外
国
人
患
者
が
安
心
し
て
受
診
で
き
る
体
制
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。 


